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ドクサバフグ Lagocephalus lunaris (Bloch and Schneider，

1801)は，アフリカ東岸からオーストラリア北部までの沿

岸に生息し，インド洋と西太平洋の熱帯域に広く分布す

るサバフグ属のフグである。1）国内では，駿河湾で採集さ

れた記録があるが，紀伊半島以南で見られる場合が多い。

１ ） 本 種 は ， シ ロ サ バ フ グ Lagocephalus spadiceus 

(Richardson，1845)と形態が類似するが，筋肉，皮，精巣，

卵巣が有毒である。２） 

今回，2024 年 2 月 5 日に 1 個体，2024 年 9 月 26 日に

1 個体が渥美外海（西部遠州灘）で操業する小型底びき網 

漁船によって漁獲された。これらの個体は愛知県海域に

おける本種の初めての記録であり，漁獲場所や魚体測定

結果についてここに報告する。 

 

材料及び方法 

入手したサンプルは，漁業生産研究所において外部形

態の観察を行い，標準体長（体長または SL と表記）及

び重量を計測した上で，松浦 1）により種同定を行った。

その後，開腹し生殖腺の外観から雌雄判別を行い，生殖

腺の湿重量を測定した。漁獲場所や水深については漁業

者に聞き取りを行った。 
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図 2 ドクサバフグの漁獲場所 

A:2024年 2月 5日,B:2024年 9月 26日を示す,網かけ

部分は漁業者への聞き取りから推測した漁獲された

可能性のある範囲を示す。 

図 1 漁獲されたドクサバフグ  

A:2024 年 2 月 5 日に漁獲された個体（SL: 217 mm）, 

B:2024 年 9 月 26 日に漁獲された個体（SL: 280 mm）,

スケールバーは 100 mm を示す。 
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漁獲時の黒潮流路や水温分布を把握するため，一般

社団法人漁業情報サービスセンターが提供する海象・

気象情報サービス「エビスくん」から日報海面水温図

を入手した。 

 

結  果 

 本標本の外部形態を観察した結果，両眼の間から背

鰭起部までの体背部は小棘に覆われ，小棘域は背鰭起

部に達し，小棘に覆われた部分は長楕円形を呈してい

ることが松浦 1）の記載と一致し，本種と同定した（図

1）。 

 2024 年 2 月 5 日に漁獲された個体は，東経 137 度 15

分～25 分，水深 75 m～90 m で小型底びき網漁船により

漁獲され，体長 217 mm，体重 354.8 g，雄，生殖線重

量 0.8 g であった（図 1A）。 

 2024 年 9 月 26 日に漁獲された個体は，東経 137 度

16 分～20 分，水深 33 m～35 m で小型底びき網漁船に

より漁獲され，体長 280 mm，体重 825.7 g，雄，生殖

腺重量 8.3 g であった（図 1B）。 

 

考  察 

今回，渥美外海でドクサバフグが漁獲された際の海

況を図 3 に示す（2 月 5 日については 2 月 2 日の海況を

示す）。2 月 2 日，9 月 26 日の黒潮流路は，両日とも大

蛇行型の A 型流路であり，石廊崎沖の黒潮の屈曲部か

ら暖水が遠州灘沖に流入していた。近年の渥美外海付

近における南方系魚種の出現について，2019 年に三重

県南部で漁獲されたシラヌイハタ Epinephelus 

bontoides (Bleeker，1855)は，黒潮大蛇行の反流により

沿岸部へ輸送されたと考えられている。３）そのため，

本標本も黒潮からの暖水の流入によって，渥美外海へ

輸送されたことが示唆される。 

渥美外海は，黒潮大蛇行の A型流路による暖水波及

で高水温となることが明らかにされており，４） 実際の

観測による水温も，黒潮大蛇行が始まった 2017 年から

高い傾向にある。5）今回，１個体は 2 月に漁獲されて

おり，冬季の渥美外海は通常低水温になると考えられ

るが，A 型流路の場合は，沿岸部の上層付近が高水温の

黒潮系水に覆われる事例があることが分かっており，

5）このため，冬季であるにも関わらずドクサバフグが

生存していたと考えられる。 

国内に出現するドクサバフグは沿岸域に常時生息す

るものではなく，年によって来遊すると考えられてお

り，6）渥美外海のドクサバフグについても，本海域に

定着している可能性は低いと考えられる。しかし，今

後も黒潮大蛇行が継続し，暖水波及等の影響で本種が

継続的に南方から輸送されれば，渥美外海で操業して

いる小型底びき網漁やトラフグを狙ったはえ縄漁での

本種の混獲が増加することが懸念される。そのため，

形態が類似するシロサバフグ等の他のサバフグ属と混

同して市場に水揚げしないように，漁獲物の選別に従

事する漁業関係者への注意喚起が重要となる。 
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